
■ 令和５年度 ４月からの佃小学校  その２ 

①  運動会 

 ・ 昼食なしの午前開催といたします。シートによる場所取りは遠慮していただくことになります。

開催月日については現在調整中です。 

②  学習発表会 

  ・ 学年毎の入替え制について、今年度はコロナによる緊急避難的な方法と考えていたのですが、

来年度以降もこちらの方がよいというご意見も多く、開催月日とともに現在検討中です。 

③  ５．６学年の宿泊を伴う行事日程 

・ ６学年修学旅行 ７／１２～１４  ・ ５学年林間学校 ９／４～５ 

 

「 一 人 一 人 が 輝 く 学 校 」   

 校長  山田 彰利 

 先日の参観日には、多くの方のご来校、大変ありがとうござい

ました。参観後には学年懇談を行いました。私は各学年を回り、

一年間のお礼とご挨拶をさせていただきました。以下、その時に

お話しした内容です。若干の付け足しもあります。 

 

 佃小学校では、「一人一人が輝く学校」を目指して、子供たち

の自己肯定感を高めたい、ちょっとやそっとでは揺るがない自分自身に対する自信をもたせ

たい、そう思って教育活動を続けています。そのためには、子供たちの学びのプロセス・取

組方・努力の過程を大切にしようと心掛けて参りました。いわゆる「できた子」だけでなく、

全ての子が認められ、一人一人が尊重される、そんな学校を目指して参りました。 

 「認められる」と書きましたが、私自身大切にしていることです。「褒める」でも「叱る」

でもなく、一人の大切な個人として認める、思いを、存在を丸ごと認める、具体的には、い

っしょに喜ぶ・いっしょに悔しがる等、共感する言葉・寄り添う言葉を大切にしています。

アドラー心理学の「アイ・メッセージ」とも近い感覚です。これを続けることで「自分の思

いはそのままでいいんだ」という自分への自信を高めることができる、と信じています。 

 学校としては、子供一人一人のよさを見いだし自己肯定感を高めていくために、今年度は、

多くの教員が子供に関わることのできる一部教科担任制(３学年以上)、長いスパンで子供を

丁寧に見取ることができる二学期制に取り組んで参りました。保護者アンケートの結果も、

肯定的な評価だったため、来年度も継続して参りたいと考えています。 

 最後に、感染症対応については、年度内はこれまで同様の対応を続けます。４月からは、

教育委員会の指示により対応します。 
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